


【応募用紙】

1.応募者概要

※SDGs（持続可能な開発目標）を達成するための活動の中で、環境の保全や環境教育など、環境に関する活動
は応募対象となるため、参考までに御記入いただくものです。該当しない場合は記入不要です。

氏 名または 
団体名

（ふりがな：　よこはまかいようしみんだいがく）
　　　　　　ヨコハマ海洋市民大学

代表者の
役職・氏名
（団体の場合）

（ふりがな：　かねき　のぶひろ　）
会員数 

（団体の場合）

（令和３年４月現在）
10　名（役職）　　　　　（氏名）

実行委員長　　　　金木　伸浩
ホームページ 
アドレス

https://yokohamakaiyouniv.wixsite.com/kaiyo 活動開始年月 　平成２６年８月 

活動分野
（複数選択可）

１　川・海・水 ２　緑・樹林 ３　農業
４　３Ｒ ５　環境教育・学習 ６　生物多様性
７　地球温暖化対策 ８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

環境に関する
主な活動内容
(審査対象となる
環境活動・取組
を箇条書きで記
入。行を適宜追
加して下さい)

環境に関する主な活動内容
(例）□□の美化・清掃活動、○○の生き物調査、植樹活動、△△の環
境教育、食品ロス削減、地産地消　など

※ (もし該当がある場
合は、SDGsの目標番号
を記入してください)

・海洋に関する活動の情報発信 7,11～17

・海に関する理解・関心の向上 7,11～17

・海洋環境の保全活動 7,11～17

・

活動地域 
（複数選択可）

 １　横浜市　（　    　 ） 区　　　　　　　　　　２　横浜市全域
３　その他（横浜市を中心とした県内沿岸部）

活動の目的や
ねらい

「海洋に配慮したまちづくり」に関心の高い市民に参加いただき「各地域に合致した環
境活動の提案、地域を巻き込み実施することができる人材の育成＝海洋都市づくりリー
ダーの育成」（海洋教育デザイナー）を目的としています。

過去に受けた表彰
および受賞年度

（例）横浜□□賞（平成○年度）
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提出いただいた応募書類（規約・会則等、役員名
簿、収支書類を除く）は、活動内容紹介のため、
ホームページ上に公開します。応募用紙・補足資
料に個人情報を記載しないようご注意ください。

https://yokohamakaiyouniv.wixsite.com/kaiyo


２ 最近３年間の主な活動
※「１　応募者概要」の「環境に関する主な活動内容」について、最近３年間の主な活動内容を記入してください。


※　現在活動休止中の場合でも、今後継続して取り組む見込みがある場合は応募の対象とします。
※　新型コロナウイルス感染症の影響により、現在活動休止中の場合には、「詳細内容」の部分にその旨を御記
入ください。

活動・取組・イベント等の名
称
発行した印刷物等の名称

参加人
数、発
行部数
等

詳　細　内　容

令
和
元
年
度

ヨコハマ海洋市民大学講座
（前期、後期）

【別添資料】：2019年度チラ
シ（前期、後期）

全22回
721名

オリエンテーション2回と20回の外部講師を招聘した座学、
課外活動（アクティビティ）で構成されている。「うみをみ
る・うみからみる・うみのなかをみる」の観点から画一的な
学びではなく全方位に学び、自身の活動を見つけ海洋教育デ
ザイナーになる。

令
和
２
年
度

ヨコハマ海洋市民大学講座
（オンライン講座・前期、後
期）

【別添資料】：2020年度講座
概要

全11回
569名

【上記同様】 

コロナ禍によりオンライン講座へ切り替え、回数も減らして
活動。前年度に引き続き講座の内容に変更はないが、オンラ
イン化により講師の日程調整がやりやすくなり、より講座の
幅が広がっている。
【特記事項】当該年度はオンライン講座の実験の意味も含め
受講料を無料としたため支出のみ会計報告に計上されている
が、実際には支出額を実行委員が負担し支払っている。 

令
和
３
年
度

ヨコハマ海洋市民大学講座
（オンライン講座・前期、後
期）
【別添資料】：2021年度チラ
シ（前期、後期）

全10回
500名
（想
定）

【上記同様】 

コロナ禍によりオンライン講座へ切り替え、回数も減らして
活動。前年度に引き続き講座の内容に変更はないが、オンラ
イン化により講師の日程調整がやりやすくなり、より講座の
幅が広がっている。
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３　地域との関わり

活動・取組等の名称 詳　細　内　容

自治会・
町内会と
の関わり

学校との
関わり

東京海洋大学

横浜市立大学

横浜国立大学

相互の情報提供や広報活動などの連携、講師紹介など。
実行委員メンバーに参加いただいている。

小関ゼミとの連携でうみ博を中心に協働してきた。

ヨコハマ海洋環境みらい都市研究会(UDC-SEA）による市民活動との
連携先として第１～3分科会に加え第4の分科会を構成している。

他の市民
団体との
関わり

濱橋会
NPO法人ディスカバー
ブルー（市外団体）
 

後援並びに協力。濱橋会は関内外地区に残る運河の活用提言をかか
げ活動しており双方の広報協力や情報交換などに努めている。ディス
カバーブルーはうみを通して社会課題を解決することを目的としてお
り、私たちの主催する講座と趣旨も近い。両団体とも実行委員として
参加いただいている。

企業等と
の関わり

（株）ルーデンス 

地元企業各社

地元企業ルーデンスに事務局を依頼。各種調整事項など地元企業なら
ではの情報量を活用させていただいている。実行委員にも参加いただ
いている。
定期航路にない湾内のクルーズなどアクティビティの際、ピア象の鼻
から発着する運行会社と連携し、受講生（市民）へ新しい横浜の海
の楽しみ方を提言している。 

SDGsを講座で取り扱う際には地元企業から講師を選ぶようにし、よ
り具体的な横浜の活動を受講生に知ってもらうよう留意している。地
元新聞社のSGDs担当編集長などもお呼びしている。

行政との
関わり

政策局 

海洋都市 
　横浜うみ協議会

温暖化対策統括本部

横浜市様より後援いただいている。

うみ協議会様より後援をいただいている。

YES協働パートナー登録団体。

その他、
環境以外
の分野と
の関わり

開港５都市景観まち
づくり会議

都市デザイン室が事務局を務める、日本が開港した当初の都市（函
館、新潟、横浜、神戸及び長崎）の歴史や文化、景観を守るための
活動に参加。ヨコハマ海洋市民大学は現代の港町における港町のため
の市民活動の一つとして参加している。
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４ 団体の発足経緯／活動を始めたきっかけ、動機
※立ち上げた主体、どのようにして活動に携わる人が増えてきたのか等も合わせ、具体的に記入してください。
※個人の方は、活動を始めたきっかけについて記入してください。

実行委員長は発足当時、横浜港大さん橋国際客船ターミナル指定管理者の統括責任者でした。 

当時港湾施設は横浜市民が気軽に足を踏み入れる場所とは言いがたく、イベントなど例外をのぞくと用事の 
ある（船に乗る、見送る）人だけが来る施設でした。

海に突き出た公園としての市民利用を高めるためにまずは大さん橋をより多くの人に知ってもらうことから 

始め2013年「ダイサンバシ大学」と言う名の自主事業（市民講座）を横浜歴史資産調査会の協力を得て実施 

しました。そこで感じたのは歴史を活かしたまちづくりに興味のある市民はたくさんいるけれど、横浜の 
海（環境、仕事、市民としての利用など）について知らない、または興味の薄い人が多いことでした。

この気づきから翌年2014年市民が横浜の海について興味を持ち・学習し・それを日々の生活の中に落とし込 

めるような講座を指定管理者の自主事業として開催することにしました。それがこのヨコハマ海洋市民大学 

です。大型客船が着岸しない平日の夜、大さん橋のロビーを会場にして月2回（時には毎週）開催し、座学、 
ワークショップなどを行いました。

キーワードは簡単に「うみをみる・うみからみる・うみのなかをみる」です。全方位的に海（特に横浜の海）
を学び、それぞれが1人でも出来る活動、仲間を増やして行う活動など、実際に行動できる人「海族（うみ 
ぞく）・海洋教育デザイナー」を養成します。

市内各種団体との交流も意図しており各団体から講師を招聘し双方にとっての新しい人との出会いも創出し 

てきました。受講生の印象的に残る言葉では「ヨコハマ海洋市民大学に参加してから友達100人増えました」 

というものがあります。また「家のキッチンが下水道施設を通して海に繋がっていることが理解でき、食品 

残渣を流す時もふとこれは大丈夫かな？と考えるようになりました」と嬉しい言葉をもらっています。 

 
2015年度で大さん橋指定管理者の業務が終了したため、ヨコハマ海洋市民大学も解散を宣言したのですが、 
多くの受講生から継続を望む声が上がり大さん橋を離れ、実行委員は私を含め全員ボランティア（プロボノ）
の団体として活動を継続することにしました。

その後、講座の会場は2016年は万国橋SOKO、2017年は（旧）BankART NYK 、2018.19年は象の鼻テラスで 

開催しています。2020.2021年度はオンライン開催。

数名の変動はありますが当初メンバーの実行委員に受講生が参加してくれて現在の9名となっています。 

 
各年度の始まりにはポスター掲示やフライヤーを会場近隣の住宅へ管理者の許可を得て投げ込み等行いま 

した。しかしこの数年はSNSによる告知の方が効果が高いと分かりfacebookやPeatixによる広報に切り替えて 

います。それらの成果もあり各回平均30～40人の受講生のうち1/3～1/2は初参加の方となっています。 

参加者は何かしらの海への思いを持って参加されているのでそれを共有し、受け入れられる体制を作るよう 

に心がけています。あとは受講生同士でいつの間にか仲良くなってその仲間での活動をするようになってい 

ます。また卒業生が自分自身の活動を始めており、その方を逆に講師でお呼びするなどより具体的な行動に 
結びつけるヒントとなっていると考えています。
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５ 今までの活動

６ 今後の活動方針 

※次年度以降の目標や、活動継続のためにどう引き継いでいくのかも含めて具体的に記入してください。
※現在活動休止中の場合でも、今後の活動の見込みや方針について御記入ください。

活動の目標・ねらいに対する成果 

実行委員会発足以来「自らが考えて横浜の海について活動できる市民を育成する」と言う目標は変わっておりませ
ん。また長年に渡る常連の受講生で溢れている受講風景も全く想定しておらず、毎年新入生向けの講座（もちろん複
数回受講しても楽しめる仕掛けはしています）を行っています。


その目標の成果は受講生の1/3～1/2が毎回新人であると言う事と延べ700名を超える受講者数に表れていると考えて
います。新規受講者をどうやって継続受講者に誘導するのかという取り組みも毎回講座終了後に行っています。


講師の関係者で受講した方やネットで市民大学を検索してたどり着いた方が面白いので継続受講する事にしたと言
うお声もいただいています。


またコロナ禍で一旦止まっておりますが、リアル開催時は通年の出席率に応じて修了証と海洋教育デザイナーの名
刺を発行して終了後の活動の後押しをしています。


生物多様性に関する取組　（生物多様性特別賞の選考の参考とします）
※取組の中で、生物多様性に関するものを記入してください。
（冒頭の「応募について」ページにて、「生物多様性特別賞について」に事例を記載しています。）

令和３年度前半、横浜のおさかなマイスター齋藤融氏、WWFジャパン滝本麻耶氏、おさかなコーディネーターなが
さき一生氏から魚に関する市場の成り立ち、取引される魚の豊富さ、多様な調理法、生物多様性を守るためのサス
ティナブルシーフードへの取り組み、マリンエコラベル、日本国内の地域ごとに異なる多種多様な漁法とその漁獲量
管理の取り組みなどを学んできました。講座受講は直接生き物を守る行動ではありませんが海の生物多様性を守る
（魚）食生活とはどのようなものなのか学んで来ました。

基本方針・目的は変わりません。横浜の海に対し自らが考えて行動できる人を1人でも多く養成することです。
また令和元年に実施した横浜の岸壁すべてを海から見る臨時企画「横浜港岸壁リサーチクルーズ」で撮影され
た動画による港湾エリアの緑被率や生物多様性に大きく影響する護岸の形状分析など独自に生まれた分科会の
継続も予定されています。

このコロナ禍ではオンライン講座の可能性（広域化）も理解できました。 

令和４年度はリアル開催にオンライン講座を同時進行させ、より広いエリアに向け横浜発・海の市民大学を展
開して行きます（会場は象の鼻テラスと現在調整中）。

また座学だけではなく実際に海へ出かけてのアクティビティも再開する予定です（年２回予定）
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７ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント
【例】
●最も注目してもらいたい・評価してもらいたい取組
●一番成果があがっていると思う取組
●他の団体と異なる自分たちの強み・独自性
●取組の過程で、どのような努力・苦労があったか　　など

【ヨコハマ海洋市民大学の特色】

・行政主導でも企業主導でもない組織の市民大学で毎年延べ700名を超える受講生がいる（リアル開催時）。 

　昨年度はコロナ禍により約半分の11回に講座数を減らしたが受講生は550人を超えコロナ禍以前の受講者
　数を平均で上回っている。 

・補助金を利用していないので活動に継続性がある（ほぼ受講料収入で賄えている）
　（注）2020年度は無料開催でオンライン講座実験をしてきたので除く

・実行委員、参加者の声で自由に講師を呼ぶことができ（お仕着せにならず自分たちで作り上げられる）、 
　その講師対象も広範囲に渡っている。昨年は海につながる河川の土木を取り上げたことも。

・多くの団体は自分のところに来て欲しいが他のところには行かないと言う傾向があるが、私たち海洋教育
　デザイナーの目標としているのは自らが動くことなので、他団体との交流（ハブになると言う目的）も 
　実行委員や卒業生それぞれが作り上げている。

・実行委員のメンバー構成が多彩。ダイバーで海の専門家もいればデザイナーやウェブマスターもいる。
　テレビ局出身者もいれば、イベント制作会社や大学准教授や事務方、さらには再エネ関連の人間もいる。 
　複雑なメンバー構成が講座を画一的にしない強みだと考えている。

・単なる市民講座、生涯学習ではなく各年度の最終回は「それであなたは海洋教育デザイナーとして具体的 
　に何をするのですか」と言う問いかけを通しどんなに小さな事でも自らが動けるよう後押しをしている。

・横浜市民の半分が毎日ひとつ路上にあるゴミを拾えば毎日180万個のゴミが海に流れ出ることを防げます。 

　どんなに小さい事でも市民ひとりひとりが大変じゃなくできることを継続する、このことの大切さを発足 
　以来実行委員会は伝え続けています。
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